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最優秀賞（松山地方法務局長賞） 
「受け入れること」 

西条市立小松中学校 ２年 畑中希心 

 

 僕は難聴だ。この障がいで、悲しい出来事もたくさんあっ

た。それでも今、みんなは難聴の僕を受け入れてくれている。 

 僕は、生まれつき音が聞こえない。生まれてすぐは乳を全

然飲まず、死にかけたらしい。ようやく乳を飲むようになっ

た後、僕は耳が聞こえないのだと親は医者から聞かされた。

母はショックで、とても悲しんだ。それでも、僕を幸せにし

ようと、一歳二か月の時に右耳、一歳六か月の時に左耳の手

術をして、人工内耳というものを付けた。それで、音が聞こ

えるようになった。 

 とても不思議だった。なぜ、障がい者である僕を幸せにし

ようとしてくれるのか。でも、そのことを両親には聞けなか

った。 

 そうして、僕は松山聾学校の幼稚部という難聴のための幼

稚園に入学し、卒業後は地元の小学校に入学した。みんなと
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初めて出会った場所だ。 

 みんなは僕のことをとても不思議そうに見てきた。だけど、

すぐに仲良くなった。けれど、友達と呼べるほど仲良しにな

れる人はいなかった。そして、何か月か過ぎると、一人、ま

た一人と離れていき、僕はとうとう一人ぼっちになった。と

ても悲しかった。もっとみんなと話したい。けれど、話した

ら嫌われそうだという気持ちが強かった。だから、担任の先

生と話したり、本を読んだりして過ごすことが多くなった。

正直、寂しかった。ただ家では、オンラインゲームで楽しく

過ごすことができた。僕の心の休けい所だった。 

 五年生になったある日、オンラインゲームのチャットで、

「僕、実は難聴なんだ。」と思い切って言った。すると、「難

聴は帰れ。」と心ない言葉を投げられた。その後も「障がい

者は要らない。」「とっとと消えて！」など、残酷な言葉をい

くつも投げられた。そして、ついには仲が良いと思っていた

人からも悲しい言葉を投げられ、いじめられた。とても辛く

て、悔しかった。大切な人に裏切られ、たまらなかった。障

がい者として生まれたことを僕は憎んだ。 
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 最悪の気持ちがしばらく続いた。でも、ネットでいじめら

れたことや難聴という障がいについて、みんなに知ってもら

いたい、だまってはいけないという気持ちの方が強くなって

いった。それで勇気を出して、別のオンラインゲームで、再

び「難聴だ。」と打ち明けた。すると、仲の良い人たちから、

「どうして早く言ってくれなかったの。」となぐさめられた。

こんな自分を受け入れてくれる人がいると思うとうれしか

った。救われた思いがした。そして、もっと多くの人に難聴

のことを知ってほしいと思うようになった。だから、小学校

でも勇気を出してみんなと話すようにした。すると、そのう

ち友達と思える人ができ始めた。毎日の学校が楽しくなった。 

 僕は、小学校を卒業し、中学校に入学した。そして、他の

小学校の生徒とも一緒になった。少年自然の家や体育大会な

どの行事で、心配事はいろいろとあった。でも、みんなのサ

ポートがあり、楽しく過ごしたり練習したりできた。みんな

は僕のことを受け入れてくれていると安心している。 

 けれど、まだ不安が心の底にある。また、いじめられるの

ではないかという心配が、心の中から消えない。僕はおそる
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おそる友達に聞いてみた。 

「なぜ、僕を大切にしてくれるの？」と。 

すると、 

「君は友達だから。難聴だったとしても、それ以外は同じだ

から。」 

と言ってくれた。その言葉で、今まで僕に関わってくれた家

族や大人たちが、なぜ可愛がってくれたり、怒ってくれたり

したのか、疑問が全て解けた気がした。僕は、自分を健常者

とは別の、違う存在のように感じていたが、家族や大人は、

同じ子どもとして、対等に見て接してくれていたのだ。心の

底から感謝し一人で涙を流した。 

 僕は今、普通に生活を送っている。家族がいて、友達もい

る。だけど、難聴という他の人とは少し違う生活を送ってい

る。不便なところはあるが、それ以外は何も変わらない。 

 人はみんな、それぞれ人権を持っている。人権は、この世

の中で、人らしく幸せに生きる権利だ。健常者の人たち、難

聴者の人たち、他に障がいのある人たち、人権はみんなに平

等に与えられている。それなのに、少しの違いを理由に、受
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け入れなかったり、いじめたりして奪ってはいけない。障が

いがあっても同じ人間なのだ。それぞれの個性を受け入れて

認め合うことで、みんなが幸せになれる。もし困っている人

がいたら、こう言いたい。「みんな同じ人間だ。だから、胸

を張って前を向こう。」 

 僕は、これからも明るく幸せに生きていきたい。 


